南宋潭州飛虎軍成立をめぐって by 小岩井 弘光
は
じ
め
に
宋
代
は
文
治
主
義
の
下
、
文
人
官
僚
統
治
が
な
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
が
、
政
権
安
定
の
た
め
に
は
、
対
外
・
対
内
と
も
に
な
ん
ら
か
の
武
力
を
必
要
と
し
た
こ
と
い
う
ま
で
も
あ
る
ま
い
。
宋
代
で
は
北
宋
・
南
宋
を
通
じ
て
国
内
的
に
は
農
民
そ
の
他
の
反
乱
が
し
ば
し
ば
勃
発
し
て
い
た
。
そ
の
際
の
乱
前
後
の
治
安
維
持
さ
ら
に
は
反
乱
鎮
圧
に
如
何
な
る
処
置
が
と
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
そ
の
点
に
関
っ
て
、
北
宋
中
期
・
後
期
の
場
合
と
し
て
、
か
つ
て
｢
北
宋
の
地
方
治
安
維
持
の
あ
り
方
―
仁
宗
・
徽
宗
朝
の
反
乱
を
め
ぐ
っ
て
―｣
と
し
て
言
及
し
た
こ
と
が
あ
る
(
１)
。
更
に
南
宋
の
場
合
に
つ
い
て
二
代
目
孝
宗
朝
に
注
目
し
、｢
南
宋
の
地
方
治
安
維
持
策
の
一
端
―
孝
宗
朝
を
中
心
と
し
て
―｣
と
題
し
て
言
及
し
た
こ
と
が
あ
る
(
２)
。
し
か
し
、
こ
の
小
文
に
あ
っ
て
は
引
用
文
を
省
略
し
た
点
が
あ
り
、
又
、
最
終
的
展
望
と
し
て
、
辛
棄
疾
に
よ
る
飛
虎
軍
の
創
設
が
反
乱
鎮
圧
に
有
効
と
考
え
ら
れ
た
と
し
、
更
に
後
代
に
も
存
続
し
た
と
も
述
べ
た
が
、
こ
の
点
で
不
充
分
な
部
分
が
残
っ
た
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
の
こ
と
を
補
う
べ
く
、
先
ず
は
小
稿
を
も
っ
て
国
内
治
安
維
持
策
に
加
え
て
、
飛
虎
軍
が
い
か
な
る
背
景
か
ら
登
場
す
る
か
に
管
見
を
加
え
た
い
と
思
う
。
な
お
、
辛
棄
疾
そ
の
人
、
な
ら
び
に
飛
虎
軍
に
つ
い
て
は
多
く
の
人
々
に
よ
る
成
果
が
あ
り
、
資
料
面
で
も
既
に
提
示
・
論
及
さ
れ
て
い
る
部
分
が
多
い
、
例
え
ば
、
辛
棄
疾
そ
の
人
に
か
か
わ
っ
て
は

廣
銘
、
蔡
義
江
・
蔡
国
黄
氏
の
年
譜
な
ど
、
飛
虎
軍
に
か
わ
っ
て
は
黄
寛
重
、
劉
馨

氏
の
論
考
が
あ
る
(
３)
が
、
両
宋
を
通
じ
て
の
治
安
維
持
策
の
一
端
を
整
理
す
る
立
場
か
ら
言
及
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
了
と
さ
れ
た
い
。
一
南
宋
孝
宗
朝
の
湖
広
周
辺
の
治
安
問
題
南
宋
二
代
目
の
孝
宗
が
即
位
(
紹
興
三
二
年
一
一
六
二)
し
て
先
ず
あ
た
っ
た
の
は
金
と
の
対
立
解
決
で
あ
り
、
翌
年
隆
興
と
改
元
し
て
も
な
お
戦
い
は
続
い
た
が
、
幸
い
に
も
翌
年
十
二
月
に
和
議
成
立
、
更
に
翌
乾
道
元
年
に
宋
使
が
金
に
赴
き
国
交
が
再
開
さ
れ
た
。
か
く
て
乾
道
(
一
〜
九
年)
・
淳
煕
(
一
〜
一
六
年)
年
間
の
在
位
中
か
ら
更
に
引
き
つ
づ
く
光
宗
時
代
を
へ
て
次
の
寧
宗
開
禧
元
年
一
五
南
宋
潭
州
飛
虎
軍
成
立
を
め
ぐ
っ
て
小
岩
井
弘
光
(一
二
〇
五)
に
至
っ
て
韓
侘
冑
首
導
に
よ
る
北
伐
開
始
に
い
た
る
間
は
北
辺
に
安
静
が
保
た
れ
、
対
外
的
に
は
問
題
が
少
な
か
っ
た
時
代
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
孝
宗
朝
に
限
っ
て
も
、
国
内
的
に
は
か
え
っ
て
各
地
に
反
乱
が
つ
づ
き
、
治
安
上
に
問
題
が
生
じ
た
時
代
で
も
あ
っ
た
。
特
に
飛
虎
軍
が
創
設
さ
れ
る
潭
州
(
長
沙)
の
属
す
る
荊
湖
南
路
や
近
接
す
る
荊
湖
北
路
、
広
南
東
路
や
江
南
西
路
に
あ
っ
て
は
路
分
を
こ
え
て
の
反
乱
も
し
ば


起
り
、
こ
れ
が
鎮
圧
あ
る
い
は
事
前
、
事
後
に
お
け
る
対
処
が
重
要
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
こ
れ
ら
に
関
る
一
部
経
過
の
概
略
と
飛
虎
軍
の
登
場
に
つ
い
て
は
既
に
前
稿
(
２)
に
つ
い
て
ふ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
先
ず
は
飛
虎
軍
創
設
者
の
辛
棄
疾
(
号
稼
軒
居
士) (
４)
の
当
時
の
動
向
と
併
せ
て
ふ
れ
て
み
た
い
。
宋
金
国
交
回
復
し
た
乾
道
元
年
の
こ
と
と
し
て
、『
宋
史』
巻
三
二
、
孝
宗
本
紀
一
、
乾
道
元
年
五
月
丙
子
条
に
、

州
盗
賊
李
金
復
作
乱
、
遣
討
捕
之
、
と
あ
り
、
早
速
に
荊
湖
南
路

州
に
反
乱
が
お
こ
り
、
当
然
な
が
ら
鎮
定
の
処
置
が
と
ら
れ
て
い
る
が
、『
宋
会
要
輯
稿』
(
以
下
『
宋
会
要』
と
略
記)
兵
一
九
、
軍
賞
に
、
乾
道
元
年
八
月
二
十
七
日
、
湖
南
路
提
刑
司
言
、
鄂
州
駐
箚
御
前
水
軍
統
制
楊
欽
率
大
軍
討
捕
宜
章
兇
賊
、
…
生

、
と
あ
り
、
要
は
荊
湖
北
路
鄂
州
所
在
の
駐
箚
御
前
諸
軍
(
大
軍)
が

州
宜
章
県
の
賊
を
討
ち
生

し
た
と
い
う
の
で
あ
り
、
先
の
『
宋
史』
に
示
す

州
の
盗
李
金
を
捕
え
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
関
連
す
る
記
事
と
し
て
、『
宋
会
要』
兵
五
、
屯
戍
に
、
時
間
を
多
少
へ
だ
て
た
乾
道
七
年
二
月
十
七
日
の
記
事
で
あ
る
が
、
詔
、
令
湖
南
安
撫
司
招
募
軍
兵
一
千
人
発
往
鄂
州
御
前
駐
箚
使
喚
、
却
來
令
本
軍
差
撥
慣
熟
軍
兵
一
千
人
前
來
柳
州
・
桂
陽
軍
屯
戍
、
防
托
盗
賊
、
と
先
ず
あ
り
、
荊
湖
南
路
柳
州
、
桂
陽
軍
に
荊
湖
北
路
鄂
州
の
駐
箚
御
前
軍
一
千
人
を
屯
戌
さ
せ
、
盗
賊
を
防
托
さ
せ
る
代
り
に
荊
湖
南
路
安
撫
司
が
一
千
人
を
召
募
し
て
鄂
州
駐
箚
軍
に
往
派
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
先
に
李
金
ら
の
反
乱
の
お
こ
っ
た
柳
州
等
に
は
な
お
大
軍
が
治
安
維
持
に
遠
く
鄂
州
よ
り
派
せ
ら
れ
、
そ
の
不
足
を
補
う
べ
く
荊
湖
南
路
で
同
額
の
兵
士
が
招
募
さ
れ
補
充
さ
れ
た
と
解
さ
れ
る
。
そ
し
て
同
文
に
は
引
き
続
き
、
註
記
に
以
知
潭
州
沈
介
言
、
本
路
柳
州
・
桂
陽
軍
昨
因
李
金
作
過
之
後
、
蒙
朝
廷
調
発
鄂
州
大
軍
一
千
人
、
分
戍
二
郡
、
続
令
畢
戍
一
年
、
縁
今
來
戍
期
將
畢
、
欲
令
依
旧
更
戍
、
故
有
是
命
、
と
あ
る
。
即
ち
乾
道
四
年
か
ら
七
年
の
間
に
潭
州
に
在
任
し
た
と
解
さ
れ
る
沈
介
(
５)
の
言
に
よ
る
に
、
李
金
の
乱
の
際
に
鄂
州
大
軍
一
千
人
が
柳
州
・
桂
陽
軍
に
派
戍
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
体
制
を
継
続
す
る
処
置
が
と
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
要
す
る
に
荊
湖
南
路
の
反
乱
と
そ
の
後
の
治
安
維
持
に
、
宋
金
対
立
時
に
主
要
軍
事
力
で
あ
っ
た
駐
箚
御
前
諸
軍
(
大
軍)
が
派
せ
ら
れ
て
お
り
、
宋
金
和
議
成
立
以
後
に
大
軍
は
国
内
治
安
維
持
に
充
て
ら
れ
、
こ
の
体
制
が
継
続
す
る
と
と
も
に
、
鄂
州
大
軍
の
不
足
は
荊
湖
南
路
で
招
募
し
た
兵
が
補
わ
れ
、
北
辺
防
備
も
全
く
無
用
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
で
は
、
以
後
、
国
内
治
安
維
持
に
は
大
軍
が
派
せ
ら
れ
、
国
防
に
も
大
軍
を
補
充
す
る
こ
と
で
な
り
立
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
上
述
の
如
く
、
乾
道
七
年
二
一
六
月
に
鄂
州
大
軍
の
荊
湖
南
路
へ
の
派
戍
の
継
続
と
荊
湖
南
路
か
ら
鄂
州
大
軍
へ
の
兵
士
の
補
充
の
処
置
の
あ
る
を
知
っ
た
が
、
同
年
の
こ
と
と
し
て
『
宋
史』
巻
三
四
、
孝
宗
本
紀
二
を
み
る
と
、
(
三
月)
戊
寅
、
徙
侍
衛
馬
軍
司
戍
建
康
、
と
み
え
、
南
宋
で
再
建
さ
れ
た
三
衙
の
一
つ
侍
衛
馬
軍
司
が
、
長
江
に
接
し
、
内
に
も
外
に
も
目
を
向
け
ら
れ
る
江
南
東
路
建
康
府
に
本
拠
を
移
し
て
い
る
。
更
に
五
月
是
月
条
に
は
｢
遣
知
閤
門
事
王
抃
點
閲
荊
・
襄
軍
馬｣
と
み
え
、
八
月
辛
西
条
に
は
｢
復
修
襄
陽
城｣
な
ど
荊
湖
北
路
の
戍
り
に
も
目
を
向
け
て
い
る
。
で
更
に
内
地
の
事
情
は
と
い
え
ば
、
九
月
壬
申
朔
条
に
、
以
江
西
・
湖
南
旱
、
命
募
民
為
兵
、
と
み
え
、
江
西
、
湖
南
の
地
の
旱
害
に
流
民
化
を
防
ぐ
た
め
か
、
人
々
を
兵
士
に
採
り
、
生
活
の
安
定
と
軍
事
面
で
の
補
完
を
目
指
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
情
勢
の
中
に
辛
棄
疾
の
経
歴
に
一
つ
の
変
化
が
生
じ
て
い
る
。『
宋
史』
本
伝
に
よ
る
と
、
出
知

州
、
州
罹
兵
燼
、
井
邑
凋
殘
、
棄
疾
寛
征
薄
賦
、
招
流
散
、
教
民
兵
、
議
屯
田
、
乃
剏
奠
枕
樓
・
繁
雄
館
、
と
あ
り
、
彼
は
年
次
不
明
な
が
ら
、
淮
南
東
路
の
要
路

州
の
知
州
に
任
ぜ
ら
れ
、
特
に
民
兵
の
教
練
や
屯
田
の
議
を
軍
事
、
治
安
上
に
重
視
し
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
奠
枕
楼
造
建
に
関
っ
て
、
周
孚
『
蠧
斎
鉛
刀
編』
巻
二
三
、

州
奠
枕
樓
記
に
、
乾
道
八
年
春
、
済
南
辛
侯
自
司
農
寺
簿
來
守

、
と
あ
り
、
赴
任
が
上
述
の
乾
道
七
年
の
事
情
に
引
き
つ
づ
く
八
年
春
の
こ
と
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
右
の
楼
記
の
文
中
に
周
孚
(
信
道)
は
、
侯
為
予
言
其
名
楼
之
意
曰
、

之
為
州
、
地
僻
而
貧
、
…
而
處
於
両
淮
之
間
、
用
兵
者
之
所
必
争
、
是
以
比
年
以
來
蒙
禍
最
酷
、
…
と
記
す
こ
と
か
ら
辛
棄
疾
は

州
の
環
境
を
知
り
、
用
兵
の
禍
を
見
聞
し
、
そ
れ
故
に
民
兵
等
の
策
を
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
(
６)
。
さ
て
、
か
か
る
辛
棄
疾
の
そ
の
後
で
あ
る
が
、『
宋
史』
本
伝
に
よ
る
に
、
江
東
安
撫
司
参
議
官
と
な
り
、
召
見
に
与
り
、
倉
部
郎
官
に
遷
り
、
つ
い
で
、
提
點
江
西
刑
獄
、
平
劇
盗
頼
文
政
、
有
功
、
加
秘
閣
修
撰
、
と
み
え
、
江
南
西
路
提
点
刑
獄
と
し
て
劇
盗
頼
文
政
を
平
定
の
功
を
挙
げ
た
と
す
る
。
で
は
彼
が

州
の
江
西
提
刑
に
就
い
た
の
は
何
時
か
と
い
え
ば
、『
宋
史』
巻
三
四
、
孝
宗
本
紀
二
の
淳
煕
二
年
(
一
一
七
五)
六
月
辛
西
条
に
、
以
倉
部
郎
中
辛
棄
疾
爲
江
西
提
刑
・
節
制
諸
軍
、
討
捕
茶
冦
、
と
み
え
、
同
じ
く
閏
九
月
是
月
条
に
、
辛
棄
疾
誘
頼
文
政
殺
之
、
茶
冦
平
、
と
あ
る
か
ら
、
淳
煕
二
年
六
月
に
赴
任
し
て
諸
軍
を
節
制
し
て
四
ヶ
月
後
の
閏
九
月
に
は
、
茶
冦
で
あ
る
頼
文
政
の
乱
を
お
さ
め
た
こ
と
に
な
る
。
で
は
こ
の
茶
冦
は
ど
の
様
に
展
開
し
、
当
局
は
如
何
な
る
対
処
を
し
、
最
後
に
辛
棄
疾
が
登
場
し
平
定
に
至
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、『
宋
史』
孝
宗
本
紀
に
よ
っ
て
も
そ
の
大
凡
が
知
ら
れ
る
が
、
今
は
周
必
大
の
一
文
に
よ
っ
て
み
よ
う
。
そ
も
そ
も
茶
冦
頼
文
政
の
乱
は
淳
煕
二
年
四
月
に
湖
北
に
お
こ
り
湖
南
・
江
西
に
転
じ
た
(『
宋
史』
孝
宗
本
紀)
も
の
で
あ
る
が
、
周
必
大
『
文
忠
集』
巻
一
三
七
、
奏
議
四
、
論
軍
政
淳
煕
二
年
六
月
十
三
日
に
よ
る
に
、
臣
旬
日
來
聞
、
湖
南
茶
賊
轉
剽
吉
州
界
、
其
徒
僅
数
百
人
、
乃
敢
覆
軍
殺
將
、
一
七
盗
據
縣
邑
、
畧
無
忌
憚
、
至
勤
睿
旨
、
遠
調
江
鄂
之
師
、
計
期
雖
巳
殄
滅
、
然
所
在
兵
將
選
懦
不
足
恃
、
畧
可
見
矣
、
と
先
ず
あ
り
、
湖
北
の
茶
冦
は
既
に
湖
南
に
至
り
、
江
南
西
路
吉
州
に
も
及
び
、
そ
の
数
は
数
百
人
に
過
ぎ
な
い
も
の
の
対
処
不
全
で
、
遠
く
江
鄂
の
師
つ
ま
り
大
軍
を
調
用
す
る
に
至
る
も
、
所
在
の
兵
將
は
恃
む
に
至
ら
ず
と
い
う
わ
け
で
、
成
果
な
し
と
す
る
。
そ
し
て
後
文
で
逐
路
帥
守
・
監
司
ら
に
巡
検
・
県
尉
を
厳
飭
さ
せ
た
い
と
す
る
一
方
、
諸
州
禁
軍
は
占
破
し
、
接
送
に
用
い
、
教
閲
を
加
え
ぬ
な
ど
の
こ
と
に
言
及
す
る
。
従
っ
て
、
当
時
の
反
乱
鎮
圧
に
用
い
る
ら
る
べ
き
も
の
と
し
て
江
鄂
の
大
軍
、
諸
州
禁
軍
、
巡
検
、
県
尉
の
配
下
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
し
て
こ
れ
ら
が
鎮
圧
に
役
立
つ
か
否
か
が
問
題
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
右
の
文
の
記
述
と
重
な
る
部
分
が
あ
る
が
、
同
書
同
巻
、
論
任
官
理
財
訓
兵
三
事
淳
煕
二
年
八
月
一
日
な
る
奏
状
中
の
第
三
事
の
訓
兵
に
関
わ
る
記
述
を
記
す
と
、
一
、
臣
竊
謂
、
安
邊
闢
國
、
固
在
乎
兵
、
然
兵
貴
乎
精
而
不
貴
乎
多
、
今
雖
日
下
招
填
之
令
、
而
諸
軍
未
嘗
以
為
足
也
、(
中
略)
姑
以
近
日
茶
冦
言
之
、
四
百
輩
、
無
紀
律
之
夫
、
非
有
堅
甲
利
兵
也
、
又
非
有
奇
謀
秘
畫
也
、
不
過
陸
梁
山
谷
間
轉
剽
求
生
耳
、
自
湖
北
入
湖
南
、
自
湖
南
入
江
西
、
今
又
睥
睨
二
廣
、
經
渉
累
月
、
出
入
数
路
、
使
帥
守
・
監
司
・
路
分
將
官
稍
有
方
畧
、
用
其
所
部
之
卒
、
自
可
殄
滅
、
願
乃
上
煩
朝
廷
、
遠
調
江
鄂
之
師
、
益
以

・
吉
將
兵
、
又
會
合
諸
邑
土
軍
・
弓
手
幾
至
萬
人
、
猶
未
有
勝
之
之
策
、
但
聞
、
總
管
失
律
、
帥
臣
拱
手
、
提
點
刑
獄
連
易
三
人
、
其
它
將
副
・
巡
尉
犇
北
夷
傷
之
不
暇
、
小
冦
尚
爾
、

臨
大
敵
則
將
若
何
、
と
あ
る
。
要
は
安
辺
闢
国
に
は
兵
の
招
募
を
必
要
と
す
る
が
、
近
時
の
茶
冦
に
対
す
る
場
合
と
し
て
、
彼
等
は
四
百
人
程
の
利
器
な
く
規
律
な
き
も
の
に
過
ぎ
ぬ
の
に
湖
北
か
ら
湖
南
・
二
広
に
渉
る
勢
い
だ
が
、
こ
れ
に
処
す
る
に
現
地
の
帥
守
・
監
司
・
將
官
が
方
略
あ
っ
て
部
下
を
用
い
れ
ば
殄
滅
出
来
る
は
ず
で
あ
る
、
と
先
ず
記
す
。
次
に
地
方
の
反
乱
鎮
圧
に
は
、
安
撫
使
更
に
は
提
点
刑
獄
ら
の
監
司
、
加
え
て
將
兵
制
下
の
軍
人
が
あ
た
る
べ
き
だ
が
、
こ
の
場
合
成
果
を
挙
げ
え
ず
、
そ
こ
で
新
に
江
・
鄂
の
大
軍
を
乞
い
、
江
南
西
路
の
吉
州
と

州
の
將
兵
に
加
え
、
巡
検
下
の
土
軍
、
県
尉
下
の
弓
手
の
一
万
に
も
及
ぶ
兵
力
を
も
っ
て
す
る
も
な
お
勝
利
の
策
と
な
ら
ぬ
と
論
を
す
す
め
、
こ
れ
が
た
め
に
提
点
刑
獄
三
名
を
更
替
さ
せ
た
な
ど
と
も
記
す
。
つ
ま
り
、
茶
冦
鎮
圧
に
は
、
上
は
大
軍
か
ら
、
地
方
所
在
の
將
兵
制
下
の
禁
軍
や
下
は
土
軍
・
弓
手
が
多
数
動
員
さ
れ
な
が
ら
成
果
を
あ
げ
え
ず
、
提
点
刑
獄
も
替
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
故
に
こ
そ
、
先
に
み
た
如
く

州
に
所
在
す
る
江
南
西
路
提
点
刑
獄
(
７)
に
辛
棄
疾
が
任
ぜ
ら
れ
、
茶
冦
鎮
圧
の
こ
と
が
期
待
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
さ
て
、
茶
冦
が
江
西
に
も
及
び
、
辛
棄
疾
が
赴
く
前
に

州
で
鎮
圧
へ
の
動
き
が
あ
っ
た
こ
と
は
、『
文
忠
集』
巻
七
四
、
平
園
続
稿
三
四
、
朝
奉
郎
袁
州
孫
使
君
逢
辰
墓
誌
銘
嘉
泰
二
年
に
も
み
ら
れ
る
。
即
ち
、
孫
逢
辰
は
乾
道
二
年
に
登
第
し
、
潭
州
衡
山
県
に
赴
く
な
ど
し
た
が
、
そ
の
後
、
升
從
事
郎
、
移

州
縣
丞
、
歴
事
三
守
・
監
司
六
七
人
、
…
淳
煕
二
年
茶
冦
轉
剽
江
西
、
君
請
精
擇
土
軍
、
参
以

卒

桂
弓
手
、
別
募
敢
死
軍
、
分
委
偏
將
、
或
扼
賊
要
衝
、
或
馳
逐
山
谷
間
、
而
命
荊
鄂
之
師
養
威
持
重
、
乘
賊
憊
、
尾
於
後
、
帥
不
能
用
、
一
八
と
あ
り
、

州
に
あ
っ
た
孫
逢
辰
は
、
土
軍
に
加
え
て
各
地
の
弓
手
、
更
に
敢
死
の
軍
を
も
っ
て
茶
冦
を
う
ち
、
抑
え
に
荊
鄂
の
大
軍
を
用
い
ん
と
請
う
が
、
安
撫
使
は
こ
の
策
を
用
い
な
か
っ
た
と
す
る
。
と
も
か
く
、
こ
こ
に
も
如
何
な
る
兵
力
を
鎮
圧
に
用
い
よ
う
と
し
た
か
が
わ
か
る
。
そ
し
て
右
墓
誌
銘
は
引
き
続
い
て
、
已
而
上
命
辛
棄
疾
、
綉
衣
持
斧
、
乘
傳
來
、
竟
如
君
策
、
と
あ
る
か
ら
、
孫
逢
辰
の
土
軍
、
弓
手
か
ら
敢
死
の
軍
さ
ら
に
は
大
軍
を
用
い
る
策
は
辛
棄
疾
に
よ
っ
て
受
け
入
れ
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
更
め
て
こ
の
辛
棄
疾
と
民
兵
の
関
り
を
『
文
忠
集』
巻
一
三
八
、
奏
議
五
、
論
平
茶
賊
利
害
淳
煕
二
年
九
月
五
日
の
記
事
に
み
れ
ば
、
周
必
大
は
先
ず
｢
臣
自
聞
茶
冦
陸
梁
、
毎
遇
來
自
江
西
之
人
、
必
詢
訪
利
害
、
参
以
己
見
、
今
具
如
後｣
と
し
て
、
三
項
に
分
け
て
述
べ
る
。
そ
の
う
ち
の
辛
棄
疾
に
関
る
言
及
を
記
す
と
、
一
、
臣
於
前
月
二
十
七
日
、
因
進
故
事
、
具
言
賊
徒
常
逸
故
多
勝
、
官
軍
常
労
故
多
敗
、
…
欲
乞
、
…
却
専
令
辛
棄
疾
擇
巡
尉
下
弓
兵
・
土
豪
壮
健
者
、
隨
賊
所
在
、
與
之
角
逐
、
庶
幾
事
力
相
稱
、
易
於
成
功
、
と
あ
り
、
巡
検
と
土
豪
配
下
の
弓
兵
や
壮
健
を
用
い
て
賊
に
あ
た
ら
せ
れ
ば
功
を
成
す
だ
ろ
う
と
し
、
且
つ
そ
の
扱
い
に
つ
い
て
、
一
、
臣
觀
自
古
用
兵
、
闘
智
不
闘
多
、
…
今
聞
、
辛
棄
疾
所
起
民
兵
数
目
太
多
、
不
惟
揀
擇
難
精
、
兼
亦
倍
費
粮
食
、
今
乞
、
令
精
選
可
用
之
士
、
毋
貪
人
数
之
衆
、
云
々
、
と
あ
り
、
辛
棄
疾
が
多
く
の
民
兵
を
用
い
て
い
る
こ
と
は
中
央
に
知
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
、
そ
の
際
の
慎
重
な
扱
い
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
と
も
あ
れ
、
頼
文
政
を
中
心
と
す
る
茶
冦
の
鎮
圧
に
は
多
種
・
多
様
な
人
物
と
兵
力
が
動
員
さ
れ
た
こ
と
は
諸
資
料
に
み
ら
れ
る
(
８)
が
、
こ
こ
で
は
問
題
を
拡
げ
ず
、
辛
棄
疾
を
め
ぐ
っ
て
そ
の
終
結
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
き
た
い
。
『
宋
史』
巻
三
四
、
孝
宗
本
紀
二
に
よ
れ
ば
、
(
淳
煕
二
年
閏
九
月)
是
月
、
辛
棄
疾
誘
頼
文
政
殺
之
、
茶
冦
平
、
と
あ
り
、『
建
炎
以
來
繋
年
要
録
(
９)』
甲
集
巻
一
四
、
江
茶
に
よ
れ
ば
、
淳
煕
二
年
、
茶
冦
頼
文
政
反
於
湖
北
、
轉
入
湖
南
・
江
西
、
侵
犯
廣
東
、
官
軍
数
為
所
敗
、
辛
棄
疾
幼
安
時
為
江
西
提
刑
、
督
諸
軍
討
捕
、
命
属
吏
黄
倬
・
錢
之
望
誘
致
、
既
而
殺
之
、
と
み
え
、
辛
棄
疾
が
頼
文
政
を
誘
致
し
て
落
着
し
た
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
後
に
当
局
か
ら
諸
人
・
諸
軍
に
賞
功
や
黜
陟
等
々
が
行
わ
れ
る
の
は
当
然
で
、
そ
の
一
つ
だ
け
を
記
せ
ば
、『
宋
会
要』
兵
一
三
、
捕
賊
下
に
、
淳
煕
二
年
閏
九
月
二
十
八
日
、
宰
執
進
呈
、
昨
茶
冦
自
湖
北
入
湖
南
・
江
西
、
侵
犯
廣
東
、
已
措
置
勦
除
、
理
宜
黜
陟
、
上
曰
、
辛
棄
疾
捕
冦
有
方
、
雖
不
無
當
、
然
可
謂
有
勞
、
宜
優
加
旌
賞
、
…
廣
東
提
刑
林
光
朝
不
肯
避
事
、
躬
督
摧
鋒
軍
以
遏
賊
鋒
、
志
甚
可
嘉
、
初
謂
其
人
物
懦
緩
、
臨
事
乃
能
如
此
、
宜
與
進
職
、
…
於
是
詔
、
江
西
提
刑
辛
棄
疾
除
秘
閣
修
撰
、
…
林
光
朝
特
進
職
一
等
…
と
み
え
、
辛
棄
疾
は
秘
閣
修
撰
と
な
り
、
自
ら
摧
鋒
軍
を
督
し
て
事
に
あ
た
っ
た
広
南
東
路
提
点
刑
獄
の
林
光
朝
(
)
も
職
を
進
め
ら
れ
た
と
い
う
。
以
上
を
要
す
る
に
、
茶
冦
鎮
圧
に
用
い
ら
れ
た
兵
力
は
遠
く
鄂
州
等
の
大
軍
に
各
地
の
禁
軍
、
土
軍
、
弓
手
、
敢
死
軍
な
ど
が
あ
り
、
そ
し
て
辛
棄
疾
の
下
の
民
兵
が
成
果
を
あ
げ
た
如
く
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
広
東
の
摧
鋒
軍
(
)
が
登
場
し
た
の
で
一
九
あ
っ
て
、
辛
棄
疾
に
は
民
兵
と
と
も
に
摧
鋒
軍
が
深
く
印
象
づ
け
ら
れ
た
も
の
と
思
う
。
そ
し
て
、
そ
の
後
の
辛
棄
疾
で
あ
る
が
『
宋
史』
本
伝
に
よ
れ
ば
、
京
西
轉
運
判
官
、
知
江
陵
府
兼
湖
北
安
撫
か
ら
知
隆
興
府
兼
江
西
安
撫
に
遷
り
、
大
理
少
卿
と
し
て
中
央
に
召
さ
れ
た
後
、
湖
北
転
運
副
使
に
出
て
更
に
湖
南
転
運
副
使
に
改
ま
っ
た
と
す
る
。
湖
南
転
運
副
使
に
改
ま
っ
た
こ
と
を

廣
銘
氏
の
『
辛
稼
軒
年
譜』
に
は
淳
煕
六
年
己
亥
(
一
一
七
九)
春
三
月
と
す
る
が
、『
中
興
両
朝
聖
政』
巻
五
七
淳
煕
一
六
年
八
月
壬
辰
条
に
、
上
宣
諭
宰
執
、
批
答
辛
棄
疾
文
字
、
可
箚
下
諸
路
監
司
帥
臣
遵
守
施
行
、
先
是
、
湖
南
漕
臣
辛
棄
疾
奏
、
官
吏
貪
求
、
民
去
為
盗
、
乞
先
申
飭
、
續
具
案
奏
、
御
筆
付
辛
棄
疾
、
卿
所
言
在
已
病
之
後
、
而
不
能
防
於
未
然
之
前
、
…
今
已
除
卿
帥
湖
南
、
宜
體
此
意
、
行
其
所
知
、
無
憚
豪
強
之
吏
、
當
具
以
聞
、
朕
言
不
再
、
第
有
誅
賞
而
已
、
と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
淳
煕
六
年
八
月
以
前
に
湖
南
漕
臣
つ
ま
り
湖
南
転
運
副
使
と
し
て
の
辛
棄
疾
は
官
吏
の
貪
求
と
そ
れ
に
応
じ
て
の
民
の
盗
と
な
る
を
の
べ
て
い
る
。
転
運
副
使
と
い
う
立
場
か
ら
問
題
点
を
指
摘
し
た
も
の
と
解
さ
れ
、
こ
の
奏
文
に
対
す
る
批
答
の
文
書
を
広
く
諸
路
の
監
司
や
帥
臣
に
下
し
遵
守
施
行
さ
せ
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
彼
の
奏
文
は
孝
宗
に
強
く
訴
え
る
も
の
が
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
そ
し
て
辛
棄
疾
そ
の
人
に
対
し
て
は
｢
今
已
除
卿
帥
湖
南｣
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
八
月
壬
辰
以
前
に
早
く
も
湖
南
安
撫
使
に
任
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
で
は
孝
宗
を
転
運
副
使
任
命
か
ら
五
ヶ
月
程
の
う
ち
に
安
撫
使
に
任
じ
た
背
景
は
何
で
あ
ろ
う
か
、
そ
し
て
辛
棄
疾
は
そ
れ
に
応
え
て
如
何
な
る
行
為
に
及
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
か
、
次
章
に
言
及
し
た
い
。
二
辛
棄
疾
と
飛
虎
軍
の
登
場
を
め
ぐ
っ
て
前
章
に
孝
宗
朝
の
湖
広
地
方
の
治
安
維
持
に
注
目
し
、
茶
冦
の
乱
を
手
が
か
り
に
、
鎮
圧
に
如
何
な
る
兵
力
が
中
心
と
な
っ
た
か
に
ふ
れ
、
さ
ら
に
こ
の
間
の
辛
棄
疾
に
注
目
、
彼
が
兵
力
の
中
で
も
民
兵
に
関
心
を
も
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
に
ふ
れ
、
そ
の
時
期
に
は
淳
煕
六
年
に
湖
南
転
運
副
使
と
し
て
荊
湖
南
路
潭
州
に
赴
き
、
同
年
中
に
知
潭
州
兼
湖
南
安
撫
使
と
な
っ
た
こ
と
に
一
言
し
た
。
本
章
で
は
こ
の
前
後
と
飛
虎
軍
登
場
に
つ
い
て
改
め
て
言
及
し
た
い
。
先
ず
辛
棄
疾
に
先
立
っ
て
淳
煕
三
年
か
ら
六
年
に
か
け
て
知
潭
州
兼
湖
南
安
撫
使
と
し
て
在
任
し
た
の
が
王
佐
で
あ
る
(
)
が
、
彼
の
在
任
中
に
荊
湖
南
路

州
宜
章
県
を
中
心
と
す
る
陳

の
乱
が
勃
発
し
て
い
る
の
で
以
下
に
一
瞥
し
た
い
。
『
宋
史』
巻
三
五
、
孝
宗
本
紀
二
に
よ
る
と
、
三
月
己
巳
に
｢

州
賊
陳

等
破
連
・
道
州
、
桂
陽
軍
諸
県
、
命
湖
南
帥
臣
討
捕｣
と
み
え
、
五
月
乙
亥
に
｢

冦
平｣
と
み
え
て
、
淳
煕
六
年
三
月
に
乱
は
広
南
東
路
の
連
州
や
荊
湖
南
路
の
道
州
や
桂
陽
軍
に
ひ
ろ
が
る
も
の
の
、
湖
南
帥
臣
つ
ま
り
王
佐
に
命
じ
て
討
捕
さ
せ
、
五
月
に
平
定
に
及
ん
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
で
は
そ
れ
に
は
如
何
な
る
兵
力
が
用
い
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
『
宋
会
要』
兵
一
三
、
捕
賊
下
、
淳
煕
六
年
四
月
十
三
日
条
に
よ
る
と
、
詔
、
湖
南
賊
徒
陳

等
嘯
聚
作
過
、
累
降
指
揮
、
差
撥
鄂
州
駐
箚
大
軍
前
去
、
會
合
將
兵
・
弓
兵
等
、
措
置
掩
捕
、(
中
略)
尋
委
王
佐
前
去
専
一
節
制
軍
二
〇
馬
、
其
鄂
州
大
軍
捕
賊
事
宜
、
一
就
奏
報
、
未
幾
、

敗
獲
、
於
是
湖
南
運
判
陳
孺
以
應
辧
有
労
、
陳
直
秘
閣
、
王
佐
除
顕
謨
閣
待
制
、
其
元
遣
發
殿
前
司
摧
鋒
軍
正
將
劉
安
…
及
其
餘
將
兵
、
推
恩
有
差
、
と
あ
り
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
鎮
圧
に
少
く
と
も
鄂
州
大
軍
、
將
兵
、
弓
兵
、
更
に
摧
鋒
軍
が
派
せ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
指
揮
に
は
王
佐
即
ち
荊
湖
南
路
安
撫
使
や
殿
前
司
摧
鋒
軍
正
將
ら
が
あ
た
っ
て
お
り
、
又
兵
站
に
関
っ
て
湖
南
転
運
判
官
が
与
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
と
す
れ
ば
転
運
副
使
と
し
て
当
時
あ
っ
た
辛
棄
疾
も
乱
鎮
圧
に
関
り
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。
加
え
て
『
中
興
両
朝
聖
政』
巻
五
七
、
淳
煕
六
年
五
月
丙
戌
条
を
み
る
と
、
上
曰
、
王
佐
以
帥
臣
親
入
賊

、
擒
捕
誅
勦
、
與
向
來
捕
賊
不
同
、
書
生
亦
不
易
得
、
趙
雄
等
奏
乞
旌
賞
、
因
曰
、
今
日
成
功
、
皆
出
宸
算
、
蓋
王
佐
初
時
奏
事
、
已
云
束
手
無
策
、
止
日
夜
俟
荊
鄂
大
軍
三
千
人
至
、
陛
下
亟
降
宸
翰
、
令
將
本
路
將
兵
・
禁
軍
・
義
丁
・
土
豪
無
慮
四
五
千
人
、
自
足
破
賊
、
宸
翰
又
云
、
諸
路
養
兵
、
皆
出
民
力
、
小
冦
不
用
、
畜
兵
何
為
、
卿
為
帥
臣
、
焉
不
知
此
、
王
佐
得
此
訓
戒
、
方
知
驚
懼
、
遂
専
用
本
路
郷
兵
等
、
不
復
指
準
大
軍
、
今
日
擒
陳

等
、
皆
郷
丁
非
大
軍
也
、
宸
翰
所
料
明
也
、
云
々
、
と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
先
の
大
軍
は
三
千
人
に
も
及
ぶ
が
、
荊
鄂
か
ら
の
到
來
が
遅
れ
、
当
路
の
禁
軍
・
義
丁
・
土
豪
四
五
千
人
で
の
鎮
圧
せ
よ
と
い
う
わ
け
で
、
王
佐
は
郷
丁
を
中
心
に
陳

を
擒
え
た
と
さ
れ
、
こ
れ
は
文
中
に
い
う
民
力
に
依
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
更
に
鎮
圧
の
子
細
を
陸
游
『
渭
南
文
集』
巻
三
四
、
尚
書
王
公
(
佐)
墓
誌
銘
に
み
る
と
徙
知
潭
州
、
…
淳
煕
六
年
正
月

州
宜
章
縣
民
陳

竊
發
、
俄
破
道
州
之
江
華
、
桂
陽
軍
之
藍
山
・
臨
武
、
連
州
之
陽
山
縣
、
旬
日
有
衆
数
千
、

・
道
・
連
・
永
・
桂
陽
軍
皆
驚
、
公
奏
乞
荊
鄂
精
兵
三
千
、
未
報
、
公
度
不
可
待
、
而
見
將
校
無
可
用
者
、
流
人
馮
湛
(
)
適
在
州
、
公
召
與
語
、
…
湛
請
行
、
…
遂
檄
湛
、
帶
元
管
権
湖
南
路
兵
馬

轄
統
制
軍
馬
、
即
日
令
湛
自
選
潭
州
廂
禁
軍
及
忠
義
寨
凡
八
百
人
、
即
教
場
誓
師
遣
行
、
仍
命
、
凡
兵
之
分
屯
諸
州
縣
者
皆
聴
湛
調
發
、
違
慢
皆
立
誅
、
…
上
奏
以
擅
遣
湛
待
罪
、
且
請
亟
発
荊
鄂
軍
、
…
又
奉
詔
會
合
諸
路
兵
、
乃
合
二
命
爲
一
稱
節
制
會
合
諸
路
兵
馬
、
檄
廣
南
摧
鋒
軍
兵
官
黄
進
・
張
喜
分
屯
要
害
、
賊
知
湛
至
而
廣
南
守
備
已
厳
、
乃
駆
載
所
掠
輜
重
、
由
間
道
帰
宜
章
、
…
(
上)
命
公
躬
至
軍
前
節
制
、
公
即
日
戒
行
、
…
既
至
宜
章
、
命
湛
以
四
月
二
十
三
日
移
屯
何
卑
山
、
湛
請
進
兵
日
、
不
答
、
惟
給
以
合
符
曰
、
符
至
即
行
耳
、
二
十
九
日
夜
半
始
発
兵
符
、
命
湛
及
鄂
州
軍
統
領
夏
俊
、
五
月
朔
日
詰
旦
分
五
路
進
兵
、
…
是
日
奪
空
岡
寨
、
駐
兵
十
二
渡
、
賊
之
起
也
、
假
唐
源

祠
以
誑
其
下
、
日
殺
所
虜
一
人
祭
神
、
至
斬
像
焚
其
祠
、
湛
遂
誅
陳

、
函
首
來
献
、
已
而
李
晞
以
下
誅
獲
無
遺
、
云
々
、
と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
乱
平
定
に
王
佐
は
馮
湛
を
用
い
る
と
と
も
に
、
そ
の
下
に
潭
州
の
禁
軍
・
廂
軍
に
忠
義
兵
八
百
人
が
あ
り
(
)
、
こ
の
他
に
荊
鄂
軍
つ
ま
り
大
軍
の
派
遣
を
請
い
、
王
佐
は
節
制
会
合
諸
路
兵
馬
と
い
う
こ
と
で
、
各
種
各
地
の
兵
を
統
べ
る
と
共
に
広
南
の
摧
鋒
軍
も
動
員
し
た
こ
と
が
わ
か
り
、
最
終
的
に
は
馮
湛
の
兵
や
鄂
州
の
大
軍
が

州
宜
章
県
に
至
り
陳

を
追
い
つ
め
、
五
月
初
め
に
こ
れ
を
誅
獲
し
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
加
え
て
陳

ら
は

祠
を
ま
つ
る
こ
と
で
二
一
結
束
し
て
い
た
如
く
で
あ
る
。
と
も
あ
れ
、
鎮
圧
に
は
荊
湖
南
路
の
い
わ
ゆ
る
民
兵
も
含
む
諸
兵
、
更
に
大
軍
そ
し
て
広
東
の
摧
鋒
軍
ら
が
あ
た
っ
て
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
か
く
し
て
陳

の
乱
は
鎮
ま
っ
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
既
に
言
及
・
記
述
し
た
と
こ
ろ
で
も
あ
る
が
、
王
佐
ら
に
例
え
ば
『
宋
会
要』
職
官
六
二
、
借
補
官
、
に
は
、
淳
煕
六
年
七
月
二
十
三
日
詔
と
し
て
、
集
英
殿
修
撰
・
湖
南
帥
臣
王
佐
除
顕
謨
閣
待
制
、
湖
南
運
判
陳
孺
除
直
祕
閣
、
枢
密
院
言
、
收
捕

冦
日
、
佐
節
制
軍
馬
、
平
蕩
賊
巣
、
忠
労
備
著
、
孺
應
副
捕
賊
官
兵
銭
糧
辧
集
、
故
有
是
命
、
と
み
え
る
よ
う
に
、
王
佐
、
陳
孺
は
賞
せ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
王
佐
は
『
南
宋
制
撫
年
表』
巻
上
に
よ
る
と
淳
煕
六
年
八
月
、
徐
子
寅
の
あ
と
を
う
け
、
知
揚
州
兼
淮
南
東
路
安
撫
使
と
な
っ
て
い
る
。
彼
の
後
任
に
つ
い
て
は
、
楊
万
里
『
誠
斎
集』
巻
一
二
五
、
程
公
(
叔
達)
墓
誌
銘
に
、
(
淳
煕)
七
年
五
月
、
除
湖
南
轉
運
副
使
、
帥
劉

久
病
廃
事
、
民
方
怨
咨
、
公
為
辨
訟
決
囚
、
云
々
、
と
あ
り
、
淳
煕
七
年
五
月
に
辛
棄
疾
の
就
い
て
い
た
湖
南
転
運
副
使
に
程
叔
達
が
就
き
、
当
時
の
帥
つ
ま
り
安
撫
使
劉

を
た
す
け
た
と
い
う
こ
と
か
ら
、
劉

が
王
佐
の
後
任
と
し
て
在
任
し
た
か
に
も
み
え
る
。
し
か
し
、『
宋
会
要』
食
貨
六
一
、
水
利
に
は
｢(
淳
煕)
七
年
二
月
四
日
、
知
潭
州
辛
棄
疾
言
、
云
々
、｣
と
み
え
、
又
『
宋
会
要』
食
貨
六
八
、
賑
貨
に
は
、
淳
煕
七
年
二
月
十
七
日
、
詔
湖
南
安
撫
辛
棄
疾
、
於
前
守
臣
王
佐
所
獻

積
・
・
・
・
・
米
内
支
五
万
石
、
応
副
邵
州
二
万
石
、
永
州
三
万
石
賑
糶
、
云
々
、
と
み
え
る
こ
と
か
ら
、
劉

が
安
撫
使
と
し
て
み
え
た
淳
煕
七
年
五
月
よ
り
早
く
二
月
に
は
既
に
辛
棄
疾
が
安
撫
使
と
し
て
あ
り
、
前
任
の
王
佐
の

積
米
を
利
用
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
、
劉

の
在
任
に
は
疑
問
が
あ
る
如
く
で
あ
る
。
そ
し
て

広
銘
氏
や
蔡
義
江
・
蔡
国
黄
氏
の
辛
棄
疾
の
年
譜
は
辛
棄
疾
の
安
撫
使
へ
の
就
任
を
前
者
は
淳
煕
六
年
秋
冬
之
交
と
し
、
後
者
は
同
年
秋
と
示
す
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
様
に
辛
棄
疾
の
知
潭
州
兼
湖
南
安
撫
使
へ
の
就
任
時
に
は
、
な
お
不
明
確
の
部
分
が
あ
る
が
、
王
佐
が
陳

鎮
圧
に
努
め
て
い
た
間
に
転
運
副
使
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
か
ろ
う
。
そ
し
て
、

広
銘
『
稼
軒
詞
編
年
箋
注』
巻
一
、
江
淮
両
湖
之
什
に
は
詞
題
と
し
て
｢
満
江
紅
賀
王
帥
宣
子
平
湖
南
冦｣
が
編
年
と
し
て
淳
煕
六
年
を
も
っ
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
湖
南
安
撫
使
王
佐
が
湖
南
の
冦
つ
ま
り
陳

を
平
定
し
た
こ
と
を
賀
し
た
も
の
で
あ
り
、
辛
棄
疾
は
平
定
に
ど
の
様
な
兵
力
が
用
い
ら
れ
、
有
効
な
も
の
は
何
で
あ
っ
た
か
を
充
分
に
見
聞
し
た
こ
と
を
こ
の
詞
の
背
景
と
し
て
承
知
す
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
加
え
て
『
歴
代
名
臣
奏
議』
巻
三
一
九
、
弭
盗
門
に
｢
任
湖
南
諸
州
安
撫
辛
棄
疾
上
疏
曰｣
と
し
て
以
下
に
辛
棄
疾
の
奏
文
が
掲
げ
ら
れ
る
が
、

広
銘
氏
が
記
す
様
に
転
運
副
使
当
時
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
(
)
。
そ
の
概
要
は
『
宋
史』
本
伝
に
も
引
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、
欲
望
、
陛
下
深
思
致
盗
之
由
、
講
求
弭
盗
之
術
、
無
徒
恃
平
盗
之
兵
、
申
飭
州
縣
以
恵
養
元
元
爲
意
、
云
々
、
と
あ
り
、
弭
盗
の
術
と
し
て
｢
平
盗
之
術｣
は
も
と
よ
り
で
あ
る
が
、｢
恵
養
元
元｣
こ
そ
が
意
と
す
べ
き
も
の
と
論
じ
て
お
り
、
転
運
副
使
の
立
場
か
ら
の
見
解
と
も
み
な
せ
よ
う
。
で
は
辛
棄
疾
に
と
っ
て
対
象
と
な
る
盗
賊
と
は
具
体
的
に
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
と
い
え
ば
、
名
臣
奏
議
の
文
で
記
す
と
、
二
二
比
年
以
來
、
李
金
之
変
、
頼
文
政
之
変
、
姚
明
敖
之
変
、
陳

之
変
、
及
今
李
接
・
陳
子
明
之
変
、
皆
能
攘
臂
一
呼
、
聚
衆
千
百
、
殺
掠
吏
民
、
死
且
不
顧
、
重
煩
大
兵
、
剪
減
而
後
已
、
と
あ
り
、
李
金
以
下
の
反
乱
が
考
え
ら
れ
、
な
か
で
も
陳

の
乱
は
間
近
か
に
見
聞
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
如
何
に
盗
乱
を
未
然
に
防
ぎ
、
拡
大
に
到
っ
て
は
鎮
定
す
る
か
を
、
こ
う
し
た
事
例
か
ら
学
ん
で
い
た
こ
と
と
い
え
よ
う
。
な
お
今
に
及
ん
で
と
す
る
李
接
・
陳
子
明
に
関
っ
て
で
あ
る
が
、
李
接
の
乱
に
つ
い
て
『
宋
史』
巻
三
五
、
孝
宗
本
紀
三
、
淳
煕
六
年
六
月
辛
亥
条
に
、
広
西
妖
賊
李
接
破
鬱
林
州
、
守
臣
李
端
卿
棄
城
遁
、
遂
囲
化
州
、
命
經
略
司
討
捕
之
、
云
々
、
と
あ
り
、
こ
の
淳
煕
六
年
六
月
時
点
は
辛
棄
疾
の
転
運
副
使
時
代
と
考
え
ら
れ
る
が
、
先
掲
の
如
く

広
銘
氏
ら
に
よ
れ
ば
、
安
撫
使
に
転
じ
た
の
は
同
年
秋
冬
の
交
り
、
又
は
秋
と
す
る
の
で
あ
っ
て
、『
宋
史』
本
紀
の
同
年
冬
十
月
戊
申
条
に
｢
広
西
妖
賊
平｣
と
み
え
る
時
点
ま
で
を
含
め
て
辛
棄
疾
が
李
接
の
乱
を
承
知
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
安
撫
使
と
し
て
の
見
解
が
｢
上
疏｣
と
し
て
述
べ
ら
れ
た
か
も
知
れ
な
い
。
こ
の
点
は
更
に
考
え
た
い
。
と
も
か
く
淳
煕
六
年
の
荊
湖
南
路
転
運
副
使
或
い
は
荊
湖
南
路
安
撫
使
(
知
潭
州)
当
時
の
辛
棄
疾
は
大
い
に
反
乱
に
つ
い
て
の
知
見
を
重
ね
、
如
何
に
対
処
す
べ
き
か
の
見
解
を
深
め
て
い
た
に
違
い
あ
る
ま
い
。
そ
れ
故
に
こ
そ
永
年
反
乱
に
苦
し
ん
で
き
た
湖
南
地
方
の
治
安
維
持
に
手
腕
を
発
揮
す
る
こ
と
が
辛
棄
疾
に
期
待
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
淳
煕
六
年
に
安
撫
使
と
な
っ
た
辛
棄
疾
に
と
っ
て
先
ず
処
置
す
べ
き
は
陳

の
乱
鎮
定
後
の
処
置
で
あ
ろ
う
。『
宋
史』
孝
宗
本
紀
三
に
関
連
記
事
を
み
る
と
、
時
間
的
に
は
安
撫
使
就
任
時
と
前
後
す
る
が
淳
煕
六
年
秋
七
月
癸
亥
条
に
｢
籍

州
降
冦
、
隸
荊
鄂
軍｣
と
み
え
、
乱
の
中
心
に
あ
っ
た
荊
湖
南
路

州
の
服
属
し
た
兵
卒
は
、
な
お
軍
事
力
と
し
て
お
そ
れ
ら
れ
た
故
か
、
遠
く
離
れ
た
荊
鄂
の
大
軍
に
編
入
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
民
生
の
安
定
も
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
淳
煕
七
年
二
月
己
亥
条
に
｢
出
湖
南

積
米
十
万
石
、
振
糶
永
・
邵
・

三
州｣
と
み
え
る
(
)
。
加
え
て
『
宋
会
要』
職
官
七
二
、
黜
降
、
淳
煕
七
年
六
月
十
三
日
条
に
は
、
知
桂
陽
軍
趙
善

特
降
一
官
放
罷
、
以
帥
臣
辛
棄
疾
按
其
昏
濁
庸
鄙
、

占
軍
伍
、
散
失
軍
器
、
百
姓
租
賦
科
折
銀
両
羸
餘
入
己
故
也
、
と
あ
り
、
な
お
官
に
不
正
を
行
う
も
の
あ
り
、
こ
れ
を
辛
棄
疾
が
是
正
に
つ
と
め
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
う
し
た
中
で
、
特
に
注
目
す
べ
き
は
『
宋
史』
孝
宗
本
紀
、
淳
煕
七
年
八
月
丁
西
条
に
み
え
る
置
湖
南
飛
虎
軍
、
な
る
記
事
で
あ
る
。『
中
興
両
朝
聖
政』
巻
五
八
、
淳
煕
七
年
八
月
是
月
条
に
よ
れ
ば
、置
湖
南
飛
虎
軍
、
帥
臣
辛
棄
疾
所
創
也
、
尋
詔
、
撥
隷
歩
軍
司
、
遇
盗
賊
竊
発
、
専
聽
帥
臣
節
制
、
仍
以
一
千
五
百
人
為
額
、
と
あ
る
。
従
っ
て
、
飛
虎
軍
は
盗
賊
竊
発
に
処
す
る
た
め
、
辛
棄
疾
に
よ
り
新
に
凡
そ
千
五
百
人
の
規
模
で
創
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
で
は
彼
は
ど
の
様
な
経
過
・
事
情
を
背
景
と
し
て
、
何
に
依
拠
し
て
飛
虎
軍
を
設
け
、
そ
の
後
、
盗
賊
に
対
処
二
三
す
る
に
有
効
性
を
も
ち
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
、
こ
の
点
は
次
章
に
言
及
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
三
潭
州
飛
虎
軍
成
立
の
背
景
飛
虎
軍
は
淳
煕
七
年
知
潭
州
兼
荊
湖
南
路
安
撫
使
の
辛
棄
疾
に
よ
り
設
け
ら
れ
た
が
、
そ
も
そ
も
潭
州
に
は
如
何
な
る
兵
が
ど
れ
程
有
効
性
を
も
っ
て
存
在
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
先
ず
『
朱
子
語
類』
に
み
え
る
記
事
を
引
い
て
み
た
い
。
巻
一
〇
八
、
朱
子
五
、
論
治
道
の
封
建
を
論
ず
る
一
文
中
に
、
沈

が
祖
宗
官
制
沿
革
中
の
説
を
あ
げ
、
｢
祖
宗
時
、
州
郡
禁
兵
之
額
極
多｣
と
の
べ
る
と
と
も
に
、
王
安
石
が
州
郡
の
兵
財
を
全
て
朝
廷
に
括
帰
し
た
た
め
天
下
瓦
解
に
至
る
の
は
｢
由
州
郡
無
兵
無
財
故
也｣
と
す
る
の
に
対
し
、
朱
熹
は
｢
曰
、
祖
宗
時
、
州
縣
己
自
輕
了
、
云
々｣
と
し
て
王
安
石
に
全
て
の
責
を
帰
せ
ら
れ
よ
う
か
と
説
く
と
共
に
、
更
に
某
守
南
康
、
舊
有
千
人
禁
軍
額
、
某
到
時
、
纔
有
二
百
人
而
巳
と
記
す
。
朱
憙
が
知
江
南
東
路
南
康
軍
と
し
て
在
任
し
た
の
は
淳
煕
六
年
三
月
末
か
ら
八
年
三
月
二
十
四
日
の
間
の
如
く
で
あ
る
(
)
が
、
折
し
も
辛
棄
疾
の
潭
州
に
あ
っ
た
時
期
に
ほ
ぼ
重
な
る
も
の
で
あ
り
、
当
時
南
康
軍
の
禁
軍
は
規
定
千
人
の
五
分
の
一
の
二
百
人
に
過
ぎ
な
か
っ
た
と
い
う
。
こ
う
し
た
禁
軍
と
と
も
に
地
方
に
所
在
し
た
兵
種
等
を
更
に
朱
熹
の
言
に
た
ず
ね
る
と
、
同
書
巻
一
一
二
、
朱
子
九
、
論
官
の
古
者
王
畿
千
里
而
已
の
一
文
に
如
今
諸
路
兵
將
官
、
有
總
官
・
路
分
路

マ
マ
マ
マ
・
都
監
・
監
押
・
正
將
・
副
將
、
都
不
曽
管
一
事
、
廂
軍
既
無
用
、
又
養
禁
軍
、
禁
軍
又
分
揀
中
・
不
揀
中
両
等
、
然
亦
無
用
、
又
別
養
大
軍
、
今
大
軍
亦
漸
如
廂
禁
軍
矣
、
と
あ
り
、
地
方
の
軍
事
に
与
る
總
管
、
路
分

轄
等
に
言
及
す
る
と
と
も
に
、
兵
士
と
し
て
の
廂
軍
は
勿
論
、
揀
中
な
ら
び
に
不
揀
中
の
禁
軍
も
無
用
と
な
っ
て
お
り
、
更
に
南
宋
軍
事
の
中
核
を
な
す
大
軍
す
ら
も
廂
軍
や
禁
軍
と
同
様
な
、
つ
ま
り
無
用
な
も
の
に
堕
し
て
い
る
と
説
い
て
い
る
。
右
記
事
の
筆
記
者
は
(
呉)
必
大
で
あ
り
、
彼
は
淳
煕
十
五
・
六
年
、
更
に
紹
煕
四
年
(
一
一
九
三)
に
朱
熹
に
従
学
し
て
い
た
人
物
と
さ
れ
る
(
)
か
ら
、
辛
棄
疾
の
潭
州
在
任
よ
り
多
少
遅
れ
た
時
期
の
言
で
は
あ
る
が
、
当
時
の
様
子
の
一
端
を
示
す
も
の
と
い
え
よ
う
。
な
お
、
辛
棄
疾
が
淳
煕
二
年
に
頼
文
政
を
誘
殺
し
て
茶
冦
を
平
げ
た
こ
と
は
既
に
ふ
れ
た
が
、
朱
熹
の
語
類
に
も
こ
れ
に
関
る
言
及
が
あ
る
。
即
ち
巻
一
一
〇
朱
子
七
論
兵
に
、
辛
棄
疾
頗
諳
曉
兵
事
、
云
、
兵
老
弱
不
汰
可
慮
、
向
在
湖
南
收
茶
冦
、
令
統
領
揀
人
要
一
可
當
十
者
、
押
得
來
便
看
不
得
、
盡
是
老
弱
、
問
、
何
故
如
此
、
云
、
只
揀
得
如
此
、
間
有
稍
壮
者
、
諸
處
借
事
去
、
州
郡
兵
既
弱
、
皆
以
大
軍
可
恃
又
如
此
、
云
々
、
と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
も
当
時
兵
の
老
弱
を
揀
汰
す
る
も
州
郡
の
兵
は
弱
く
、
恃
む
可
き
大
軍
も
同
様
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
(
)
。
右
の
朱
憙
の
語
類
を
め
ぐ
る
記
述
か
ら
も
、
当
地
の
地
方
所
在
の
軍
隊
が
老
弱
で
大
軍
も
含
め
て
兵
力
と
し
て
有
効
性
に
疑
問
を
抱
か
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
推
察
さ
せ
る
が
、
で
は
飛
虎
軍
が
設
け
ら
れ
た
潭
州
に
あ
っ
て
、
ど
の
様
な
軍
隊
が
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
残
念
な
が
ら
そ
の
事
情
を
示
す
適
当
な
記
述
は
な
い
。
そ
こ
で
『
宋
史』
兵
志
に
み
え
る
記
事
を
掲
げ
て
そ
の
一
端
を
み
よ
二
四
う
。先
ず
禁
軍
で
あ
る
が
巻
一
八
八
、
兵
志
二
、
禁
軍
下
｢
煕
寧
以
後
之
制｣
に
み
え
る
侍
衛
歩
軍
の
う
ち
潭
州
に
あ
る
の
は
威
果
三
指
揮
、
帰
遠
二
指
揮
、
雄
略
四
指
揮
な
ど
で
あ
る
。
一
指
揮
五
百
人
と
す
れ
ば
計
九
指
揮
四
千
五
百
人
も
北
宋
神
宗
朝
こ
ろ
に
は
い
た
こ
と
に
な
る
。
次
に
南
宋
の
場
合
で
あ
る
が
、
巻
一
八
九
、
兵
志
三
、
廂
兵
の
｢
建
炎
後
禁
廂
兵
(
)｣
に
は
指
揮
数
は
示
さ
れ
ぬ
も
の
の
、
潭
州
所
在
の
も
の
と
し
て
威
果
、
武
衛
・
威
捷
・
雄
略
(
中
興
立)
が
挙
げ
ら
れ
、
こ
れ
ら
は
禁
軍
と
し
て
南
宋
に
存
在
し
た
も
の
と
い
え
る
。
少
く
と
も
各
一
指
揮
五
百
名
が
い
た
と
す
れ
ば
二
千
人
の
禁
軍
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
も
と
よ
り
定
額
が
充
足
し
て
い
た
場
合
で
あ
る
が
、
先
の
南
康
軍
の
禁
軍
の
如
く
実
員
が
五
分
の
一
と
す
れ
ば
四
百
人
と
い
う
こ
と
に
も
な
る
。
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
、
次
に
廂
軍
で
あ
る
が
、
同
じ
く
『
宋
史』
兵
志
三
、
廂
兵
の
｢
煕
寧
以
後
之
制｣
を
み
る
と
荊
湖
路
の
部
分
に
、
騎
兵
之
額
、
自
騎
射
而
下
三
、
歩
軍
之
額
、
自
左
衛
而
下
二
十
、
並
改
號
宣
節
、
凡
四
十
四
指
揮
一
万
一
千
三
百
人
。
と
み
え
、
荊
湖
南
路
の
廂
軍
中
の
多
く
は
宣
節
と
称
呼
を
統
一
さ
れ
た
こ
と
を
知
る
と
共
に
、
当
路
の
兵
数
は
一
万
一
千
余
り
で
、
一
指
揮
当
り
二
百
五
十
人
余
り
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
以
下
に
潭
州
に
所
在
す
る
指
揮
名
を
尋
ね
る
と
、
独
立
し
て
い
る
も
の
と
し
て
、
水
軍
、
渡
船
渡
、
清
務
、
船
坊
鉄
作
が
み
え
、
宣
節
に
併
さ
れ
る
も
の
と
し
て
、
騎
射
、
水
軍
、
壮
城
、
崇
節
、
中
軍
將
、
揀
宣
節
が
み
え
る
。
従
っ
て
神
宗
朝
こ
ろ
の
潭
州
に
は
多
様
な
廂
軍
が
存
在
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
引
き
続
く
南
宋
時
代
は
と
い
え
ば
｢
建
炎
後
廂
兵｣
に
潭
州
所
在
を
示
す
も
の
に
、
宣
節
、
靖
安
、
壮
城
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
宣
節
は
既
見
の
如
く
多
く
の
廂
軍
名
を
荊
湖
南
路
で
一
括
統
一
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
帥
府
で
あ
る
潭
州
に
は
複
数
指
揮
存
在
し
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。
こ
の
様
に
し
て
北
宋
か
ら
南
宋
に
か
け
て
、
潭
州
に
は
複
数
指
揮
の
禁
軍
・
廂
軍
が
駐
在
し
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
あ
る
ま
い
。
加
え
て
『
宋
史』
巻
一
九
二
、
兵
志
六
、
郷
兵
三
、｢
建
炎
後
郷
兵｣
を
み
る
と
、
湖
南
郷
社
が
あ
げ
ら
れ
、
そ
の
説
明
に
、
旧
制
、
以
郷
豪
領
之
、
大
者
統
数
百
家
、
小
者
亦
二
三
百
家
、
後
言
者
以
其
不
便
、
淳
煕
中
、
擇
其
首
領
、
使
大
者
不
過
五
十
家
、
小
者
減
半
、
と
み
え
る
か
ら
、
荊
湖
南
路
に
郷
社
が
あ
り
、
淳
煕
年
間
に
整
理
が
加
え
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
り
、
潭
州
に
も
当
然
こ
の
種
の
自
衛
的
性
格
の
兵
力
が
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
こ
の
湖
南
郷
社
に
つ
い
て
は
、『
建
炎
以
來
朝
野
雑
記』
甲
集
巻
一
八
、
湖
南
郷
社
に
更
に
詳
細
な
記
述
が
あ
る
の
で
、
以
下
に
掲
げ
よ
う
。
湖
南
郷
社
者
、
舊
有
之
、
領
於
郷
之
豪
酋
、
或
曰
弾
圧
、
或
曰
緝
捕
、
大
者
所
統
数
百
家
、
小
者
三
・
二
百
、
自
長
沙
以
及
連
・
道
・
英
・
韶
、
而

・
桂
・
宜
章
尤
盛
、
乾
道
七
年
春
、
知
衡
州
王

者
言
、
湖
南
八
郡
、
三
丁
取
一
、
可
得
民
兵
萬
五
千
人
、
帥
臣
沈
徳
和
不
可
、
乃
止
、
淳
煕
七
年
春
、
言
者
奏
郷
社
之
擾
、
請
尽
罷
之
、
事
下
安
撫
司
、
已
而
帥
臣
辛
幼
安
言
、
郷
社
皆
雑
處
深
山
窮
谷
中
、
其
問
忠
実
狡
詐
、
色
色
有
之
、
但
不
可
一
切
尽
罷
、
今
欲
擇
其
首
領
、
使
大
者
不
過
五
十
家
、
小
者
減
半
、
属
之
巡
尉
、
而
統
之
県
令
、
所
有
兵
器
、
官
為
印
押
、
上
従
之
、
と
あ
る
も
の
で
、
潭
州
(
長
沙)
そ
の
他
荊
湖
南
路
の
諸
州
に
広
く
設
け
ら
れ
て
お
り
、
乾
道
七
年
に
は
民
兵
一
万
五
千
人
に
も
及
ぶ
も
の
に
組
織
化
が
企
て
ら
れ
二
五
た
こ
と
さ
え
あ
っ
た
。
た
だ
更
に
淳
煕
七
年
に
は
全
廃
の
動
き
に
も
及
び
、
そ
の
際
、
安
撫
使
の
辛
棄
疾
の
言
に
よ
り
、
組
織
単
位
の
縮
少
化
を
は
か
り
、
巡
検
・
県
尉
の
所
属
と
し
て
存
続
し
た
と
い
う
。
従
っ
て
郷
社
は
湖
南
各
地
に
あ
る
が
、
県
尉
の
下
の
弓
手
ら
と
と
も
に
治
安
維
持
に
当
る
も
の
と
し
て
理
解
し
て
よ
か
ろ
う
。
と
も
か
く
辛
棄
疾
は
郷
社
に
代
表
さ
れ
る
様
な
民
兵
に
つ
い
て
も
充
分
な
知
見
を
も
っ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
な
お
こ
の
様
な
巾
広
い
知
見
を
辛
棄
疾
が
こ
れ
以
前
か
ら
も
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
同
書
同
巻
、
湖
北
土
丁
刀
弩
手
の
記
事
に
も
察
せ
ら
れ
る
の
で
引
用
言
及
し
て
み
た
い
。
先
ず
、
湖
北
土
丁
刀
弩
手
者
、
自
政
和
七
年
(
一
一
一
七)
始
募
土
丁
為
之
、
授
以
間
田
、
散
居
辺
境
、
教
以
武
芸
、
其
隸
於
籍
者
、
至
九
千
餘
人
、
と
み
え
、
北
宋
徽
宗
朝
に
始
る
が
、
そ
の
後
南
宋
孝
宗
朝
の
淳
煕
三
年
に
は
楊

が
荊
湖
北
路
安
撫
使
と
な
る
と
そ
の
政
令
に
修
定
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
そ
の
後
知
辰
州
尹
機
が
代
還
し
て
意
見
を
の
べ
、
た
め
に
湖
北
提
点
刑
獄
に
任
ぜ
ら
れ
実
際
の
処
置
に
当
る
が
、
給
す
べ
き
田
土
が
な
い
な
ど
し
て
、
土
人
は
甚
だ
こ
れ
に
苦
し
ん
だ
と
い
う
。
そ
し
て
、
會
李
仁
父
出
守
武
陵
、
力
言
其
不
便
、
乞
度
田
立
額
、
事
下
諸
司
、
張
欽
夫
為
安
撫
使
、
頗
以
仁
父
為
是
、
會
(
尹)
機
卒
、
馬
大
同
継
之
、
欲
換
以
土
軍
、
辛
幼
安
時
新
除
漕
副
、
亦
乞
各
具
所
見
、
議
不
合
、
…
仁
父
復
為
言
、
…
不
若
以
見
點
数
為
準
、
専
委
守
臣
磨
以
歳
月
、
令
招
及
今
額
、
仍
同
欽
夫
連
衡
具
奏
、
上
従
之
、
と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
土
丁
の
こ
と
に
つ
い
て
淳
煕
四
年
に
知
常
徳
府
(
守
武
陵)
と
な
っ
た
李
(
仁
父)
や
五
年
に
荊
湖
北
路
安
撫
使
と
な
っ
た
張

(
欽
夫)
は
、
そ
の
不
便
を
説
く
が
、
提
点
刑
獄
の
尹
機
の
あ
と
を
う
け
た
大
同
は
土
軍
に
こ
れ
を
代
え
よ
う
と
し
、
淳
煕
六
年
に
荊
湖
南
路
転
運
副
使
と
な
っ
た
辛
棄
疾
(
幼
安)
は
各
々
の
見
解
を
ま
と
め
よ
う
と
す
る
も
、
議
論
は
合
わ
ず
、
結
局
現
在
の
点
集
数
値
を
も
っ
て
基
準
と
し
た
い
と
す
る
こ
と
で
終
っ
た
様
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
湖
北
土
丁
・
弓
弩
手
の
そ
の
後
が
如
何
に
な
っ
た
か
は
、
こ
の
一
文
か
ら
は
判
然
と
し
な
い
が
、
と
も
か
く
辛
棄
疾
は
土
軍
(
)
と
い
う
も
の
が
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
を
湖
北
転
運
副
使
在
任
時
代
か
ら
理
解
し
て
い
た
に
違
い
あ
る
ま
い
。
以
上
、
淳
煕
七
年
に
飛
虎
軍
を
潭
州
に
設
け
る
以
前
の
事
情
に
言
及
し
た
の
で
あ
る
が
、
潭
州
に
如
何
な
る
軍
が
如
何
ほ
ど
い
た
か
に
つ
い
て
は
、
禁
軍
や
廂
軍
の
存
在
は
予
想
し
え
て
も
な
お
判
然
と
は
な
し
え
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
更
に
潭
州
に
軍
隊
の
存
在
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
周
必
大
の
一
文
に
求
め
て
み
た
い
。
即
ち
『
文
忠
集』
巻
一
九
五
、
箚
子
七
、
林
黄
中
少
卿
淳
煕
十
年
の
｢
又｣
の
箚
子
に
、
某

諭
飛
虎
軍
曲
折
、
仰
歎

慮
、
密
箚
数
道
、
皆
降
付
三
省
矣
、
長
沙
將
兵
元
不
少
、
因
董
苹
及
劉
枢
各
創
一
軍
、
往
往
舎
彼
就
此
、
若
精
加
訓
練
、
自
可
不
勝
用
、
而
辛
卿
又
竭
一
路
民
力
為
此
挙
、
欲
自
為
功
、
且
有
利
心
焉
、
と
あ
り
、
要
は
辛
卿
つ
ま
り
辛
棄
疾
が
飛
虎
軍
を
創
設
す
る
前
に
、
董
苹
や
劉
枢
が
そ
れ
ぞ
れ
一
軍
を
創
る
こ
と
か
ら
、
長
沙(
潭
州)
の
將
兵
は
元
來
少
く
な
か
っ
た
、
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
少
し
く
時
間
的
経
過
を
辿
っ
て
み
る
と
、
右
は
『
宋
史』
巻
三
九
四
、
林
栗
伝
に
よ
れ
ば
、
彼
(
字
黄
中)
が
太
常
少
卿
当
時
の
こ
と
二
六
と
解
さ
れ
る
が
、
遡
っ
て
紹
興
三
十
二
年
(
一
一
六
二)
六
月
は
な
お
宋
金
対
立
の
時
代
で
あ
り
、
高
宗
が
孝
宗
に
譲
位
し
た
月
で
あ
る
。『
建
炎
以
来
繋
年
要
録』
巻
二
〇
〇
、
同
月
庚
午
条
に
は
、
集
英
殿
修
撰
知
潭
州
董
苹
献
銭
四
萬
緡
、
以
裨
国
用
、
と
み
え
る
。
即
ち
、
当
時
董
苹
は
知
潭
州
兼
荊
湖
南
路
安
撫
使
で
あ
っ
た
わ
け
で
、
多
分
潭
州
を
中
心
に
荊
湖
南
路
諸
州
か
ら
四
万
緡
に
も
及
ぶ
銭
額
を
国
用
に
供
す
る
と
と
も
に
、『
文
忠
集』
の
記
事
に
み
え
る
如
く
名
称
不
明
な
が
ら
一
軍
を
創
置
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
次
に
董
苹
に
続
い
て
潭
州
に
一
軍
を
創
し
た
と
あ
る
劉
枢
で
あ
る
が
、
朱
喜
『
朱
文
公
文
集』
巻
九
四
、
劉
枢
密
墓
記
に
、
公
諱

、
字
恭
父
、
…
乾
道
元
年
(
一
一
六
五)
三
月
除
敷
文
閣
待
制
知
潭
州
荊
湖
南
路
安
撫
使
、
以
平

賊
李
金
功
、
賜
御
札
奨
諭
、
又
除
敷
文
閣
直
学
士
、
三
年
正
月
召
赴
行
在
、
…
七
年
三
月
起
復
同
知
枢
密
院
事
、
…
八
年
十
二
月
服
除
、
除
知
潭
州
荊
湖
南
路
安
撫
使
、
…
九
年
三
月
赴
闕
奏
事
、
進
大
学
士
以
行
、
淳
煕
二
年
正
月
除
知
建
康
府
江
南
東
路
安
撫
使
、
…
七
年
三
月
薨
、
享
年
五
十
有
七
、
と
あ
る
劉

で
、
乾
道
元
年
と
八
年
の
二
度
に
亘
り
知
潭
州
荊
湖
南
路
安
撫
使
と
な
っ
て
い
る
。
彼
の
経
歴
は
、『
宋
史』
巻
三
八
六
、
本
伝
や
『
朱
文
公
文
集』
巻
八
八
、
観
文
殿
学
士
劉
公
神
道
碑
な
ど
に
み
え
る
が
、
以
下
に
同
書
巻
九
七
、
劉
公
行
状
に
主
と
し
て
依
拠
し
て
潭
州
在
任
中
の
こ
と
に
ふ
れ
、
果
し
て
一
軍
を
創
し
た
か
を
尋
ね
た
い
。
劉
公
行
状
に
よ
る
と
、
荊
湖
南
路

州
宜
章
県
の
李
金
が
乱
を
為
し
、
た
ち
ま
ち
拡
大
す
る
と
、
朝
廷
憂
之
、
以
公
為
敷
文
閣
待
制
知
潭
州
荊
湖
南
路
安
撫
使
、
是
歳
乾
道
元
年
也
、
公
以
五
月
入
境
則
賊
衆
已
数
万
人
矣
、
と
あ
り
、
劉

が
派
せ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
間
、
遠
く

州
等
だ
け
で
な
く
潭
州
に
あ
っ
て
も
群
盗
が
お
こ
っ
て
い
た
。
即
ち
、
湘
陰
縣
橋
口
鎮
(
)
群
盗
劉
花
三
・
李
無
對
者
、
又
竊
發
、
距
城
郭
僅
六
十
里
、
人
情
益
震
、
公
亟
簡
州
之
役
兵
得
三
百
人
、
使
部
將
趙
彦
帥
之
、
合
巡
尉
兵
以
行
、
下
令

舟
發
梁
、
…
不
数
日
、
彦
等
擒
捕
三
十
人
、
公
悉
以
便
宜
誅
之
、
梟
首
於
市
、
…
、
と
あ
り
、
潭
州
湘
陰
県
の
群
盗
を
役
兵
三
百
人
と
巡
検
、
県
尉
の
配
下
の
者
で
鎮
定
し
た
と
い
う
。
右
の
役
兵
三
百
人
が
或
は
新
に
創
設
の
一
軍
に
相
当
し
よ
う
が
、
但
し
明
証
は
な
い
。
つ
い
で
な
が
ら
そ
の
後
の
李
金
鎮
圧
の
経
過
を
行
状
に
よ
っ
て
記
そ
う
。
六
月
制
置
使
所
遣
遊
奕
軍
統
制
田
寳
、
乃
以
千
人
至
、
居
数
日
、
鄂
州
水
軍
統
制
楊
欽
、
又
以
千
五
百
人
至
、
…
欽
、
故
群
盗
楊
公
部
曲
、
公
知
其
可
用
、
檄
諸
軍
、
皆
受
節
度
、
使
率
其
衆
鼓
行
而
前
、
…
是
月
晦
、
田
寳
大
敗
李
金
於

州
城
下
、
…
(
七
月)
鄂
將
谷
青
・
王
翼
又
各
以
二
千
人
至
、
…
(
八
月)
賊
徒
曹
彦
・
黄
拱
遂
執
李
金
與
其
腹
心
黄
谷
以
降
、
と
あ
り
、
鄂
州
の
大
軍
以
下
諸
軍
が
動
員
さ
れ
て
い
る
。
既
述
の
茶
冦
頼
文
政
の
乱
鎮
圧
に
動
員
さ
れ
た
諸
軍
に
先
行
す
る
要
素
が
既
に
行
わ
れ
て
い
た
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
そ
し
て
墓
記
に
よ
れ
ば
劉

は
乾
道
八
年
十
二
月
か
ら
淳
煕
二
年
正
月
に
建
康
に
赴
く
ま
で
、
つ
ま
り
頼
文
政
の
乱
が
お
こ
る
直
前
ま
で
、
再
度
潭
州
に
二
七
在
任
し
た
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
間
に
特
に
潭
州
に
新
規
軍
を
新
増
設
し
た
こ
と
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
(
)
。
こ
れ
を
要
す
る
に
劉
枢
密

の
潭
州
在
任
中
に
新
軍
創
設
の
具
体
的
事
例
を
明
示
し
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
董
苹
の
場
合
と
同
様
に
周
必
大
の
言
に
よ
れ
ば
新
軍
の
創
設
か
或
は
降
卒
を
用
い
て
の
兵
員
増
加
の
動
き
が
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
加
え
て
北
宋
以
來
の
経
緯
か
ら
し
て
禁
軍
、
廂
軍
、
或
は
民
兵
、
土
兵
と
称
さ
れ
る
如
き
兵
力
が
潭
州
に
あ
り
、
こ
れ
に
県
尉
配
下
の
弓
手
な
ど
を
用
い
て
治
安
維
持
に
あ
て
、
更
に
荊
湖
南
路
や
周
辺
諸
路
に
拡
大
し
た
反
乱
鎮
圧
に
は
大
軍
の
派
遣
を
も
う
け
て
実
効
を
挙
げ
て
来
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
知
見
、
経
験
を
深
め
て
来
た
辛
棄
疾
で
あ
る
が
、
潭
州
に
あ
っ
て
荊
湖
南
路
全
域
の
治
安
維
持
の
責
任
を
負
う
に
至
っ
て
、
新
に
飛
虎
軍
を
設
け
る
に
至
っ
た
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
背
景
と
し
て
は
、
基
本
的
に
諸
軍
を
も
っ
て
諸
反
乱
を
鎮
定
し
て
来
た
も
の
の
、
こ
の
諸
軍
の
実
力
は
充
分
で
な
く
、
相
変
ら
ず
反
乱
は
継
続
し
て
発
生
し
て
い
る
か
ら
に
は
、
新
に
よ
り
有
効
的
な
軍
事
力
を
発
揮
出
来
る
兵
力
を
組
織
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
辛
棄
疾
は
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
。そ
の
考
え
は
『
宋
史』
本
伝
に
次
の
如
く
あ
る
こ
と
か
ら
了
解
さ
れ
よ
う
。
即
ち
、
湖
南
の
事
情
を
説
き
、
乃
復
奏
疏
曰
、
軍
政
之
敝
、
統
率
不
一
、
差
出
占
破
、
略
無
已
時
、
…
以
故
教
閲
廃
弛
、
逃
亡
者
不
追
、
冒
名
者
不
挙
、
…
緩
急
則
卒
伍
不
堪
征
行
、
至
調
大
軍
、
千
里
討
捕
、
勝
負
未
決
、
…
乞
依
廣
東
摧
鋒
・
荊
南
神
勁
・
福
建
左
翼
例
、
別
創
一
軍
、
以
湖
南
飛
虎
為
名
、
止
撥
属
三
牙
・
密
院
、
専
聴
帥
臣
節
制
調
度
、
庶
使
夷

知
有
軍
威
、
望
風
懾
服
、
と
あ
る
も
の
で
、
差
出
占
破
は
已
む
時
な
く
、
教
閲
は
弛
み
、
大
軍
も
討
捕
に
役
立
た
ず
と
い
う
わ
け
で
、
先
に
一
言
し
た
広
東
摧
鋒
軍
等
の
例
に
な
ら
い
、
湖
南
に
飛
虎
軍
を
設
け
た
い
と
述
べ
る
。
加
え
て
『
建
炎
以
來
朝
野
雑
記』
甲
集
巻
一
八
、
湖
南
飛
虎
軍
の
記
事
を
み
る
と
、
湖
南
飛
虎
軍
者
、
潭
州
土
軍
也
、
淳
煕
四
年
春
、
枢
密
院
言
、
江
西
・
湖
南
多
盗
、
諸
郡
廂
禁
軍
単
弱
、
乞
令
両
路
帥
司
各
選
配
隸
人
置
一
軍
、
並
以
敢
勇
為
名
、
以
一
千
人
為
額
、
其
後
…
遂
不
行
、
七
年
、
辛
幼
安
為
潭
帥
、
始
募
千
八
百
人
訓
練
之
、
其
冬
賜
名
、
遥
隸
歩
軍
司
十
一
月
八
日
降
旨
、
と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
当
地
方
の
禁
軍
や
廂
軍
は
単
弱
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
辛
棄
疾
が
既
に
知
る
と
こ
ろ
の
土
軍
を
も
っ
て
淳
煕
七
年
に
飛
虎
軍
は
設
け
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
従
来
荊
南
路
を
中
心
と
す
る
地
域
の
諸
軍
(
禁
軍
、
廂
軍
さ
ら
に
は
大
軍
な
ど)
の
弱
体
が
示
さ
れ
る
と
と
も
に
、
広
東
の
摧
鋒
軍
に
類
す
る
土
軍
を
も
っ
て
そ
の
不
足
す
る
と
こ
ろ
を
補
う
べ
く
、
辛
棄
疾
は
湖
南
潭
州
に
千
人
余
り
の
飛
虎
軍
を
も
う
け
た
と
い
え
よ
う
。
お
わ
り
に
当
初
、
南
宋
孝
宗
朝
を
中
心
と
す
る
治
安
維
持
体
制
を
尋
ね
る
べ
く
、
飛
虎
軍
成
立
の
背
景
、
経
過
を
一
瞥
す
る
と
と
も
に
、
飛
虎
軍
の
規
模
、
内
容
、
布
置
の
展
開
か
ら
終
末
に
至
る
迄
に
言
及
し
た
い
と
考
え
て
い
た
が
、
わ
ず
か
に
飛
虎
軍
成
立
に
い
た
る
ま
で
を
窺
う
に
過
ぎ
ぬ
ま
ま
に
終
っ
て
し
ま
っ
た
。
た
だ
要
は
土
軍
よ
り
な
る
と
さ
れ
る
飛
虎
軍
を
創
設
す
る
に
当
り
、
辛
棄
疾
が
湖
南
を
中
心
と
二
八
す
る
治
安
維
持
に
如
何
な
る
知
見
、
実
見
を
得
て
い
た
か
の
経
過
を
辿
る
こ
と
に
よ
り
、
自
ら
飛
虎
軍
の
性
格
、
内
容
等
も
導
き
出
さ
れ
る
こ
と
を
目
指
し
た
も
の
で
あ
る
。
今
後
、
機
会
を
得
て
そ
の
展
開
と
終
末
に
ふ
れ
て
み
た
い
。
註
(
１)
『
国
士
舘
史
学』
第
五
号
掲
載
拙
稿
。
(
２)
『
歴
史
と
地
理』
五
四
六
(
世
界
史
の
研
究
一
八
八)
掲
載
拙
稿
。
(
３)

廣
銘
氏
の
『
辛
稼
軒
年
譜』
は
存
萃
学
社
編
集
『
辛
稼
軒
研
究
論
集』
(
一
九
五
七
年
版)
(
一
九
七
二
、
崇
文
書
店
印
行)
に
よ
る
。
同
書
に
は
梁
啓
超
『
辛
稼
軒
年
譜』
(
一
九
三
六
年
初
刊)
等
も
含
ま
れ
る
。
又
、
蔡
義
江
・
蔡
国
黄
共
著
の
『
辛
棄
疾
年
譜』
は
一
九
八
七
年
斉
魯
書
社
刊
。
次
に
飛
虎
軍
に
つ
い
て
の
黄
寛
重
氏
の
論
考
は
｢
南
宋
飛
虎
軍
・
・
從
地
方
軍
到
調
駐
軍
的
演
変｣
(『
宋
史
研
究
集』
第
十
九
輯
、
中
華
民
国
七
十
八
年
刊
、
原
刊
は
民
国
七
五
年
、『
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
集
刊』
第
五
十
七
本
第
一
分
所
収)
。
な
お
同
氏
に
は
飛
虎
軍
に
連
な
る
諸
軍
に
関
る
論
考
が
多
数
あ
る
。
劉
馨

氏
の
飛
虎
軍
に
関
わ
る
言
及
は
『
南
宋
荊
湖
南
路
的
変
乱
之
研
究』
(
民
国
八
十
三
年
、
国
立
台
湾
大
学
文
学
院
発
行)
第
四
章
、
変
乱
中
地
方
武
力
的
演
変
参
照
。
(
４)
辛
棄
疾
、
字
幼
安
、
號
稼
軒
居
士
の
一
般
に
つ
い
て
は
云
々
す
る
必
要
も
あ
る
ま
い
が
『
宋
史』
巻
四
〇
一
に
立
伝
さ
れ
、
子
細
は
前
掲
註
(
３)
の
年
譜
に
く
わ
し
い
。
(
５)
『
南
宋
制
撫
年
表』
巻
下
荊
湖
南
路
安
撫
使
兼
馬
歩
軍
都
総
管
、
知
潭
州
の
項
参
照
。
(
６)
辛
棄
疾
の
民
兵
に
つ
い
て
の
考
え
の
一
端
は
『
歴
代
名
臣
奏
議』
巻
三
三
六
、
禦
邊
門
、
議
練
民
兵
守
淮
奏
な
ど
を
参
照
。
(
７)
江
南
西
路
提
点
刑
獄
が

州
に
所
在
す
る
は
『
輿
地
紀
勝』
巻
三
二
、

州
参
照
。
(
８)
例
え
ば
、
何
竹
淇
『
両
宋
農
民
戦
争
史
料
彙
編』
(
下
編)
第
八
巻
、
湖
北
茶
販
頼
文
政
参
照
。
(
９)
テ
キ
ス
ト
と
し
て
中
華
書
局
、
二
〇
〇
〇
年
刊
徐
規
点
校
本
を
使
用
、
以
下
同
じ
。
(
10)
林
光
朝
に
つ
い
て
は
『
宋
史』
巻
四
三
三
本
伝
参
照
。
(
11)
摧
鋒
軍
の
一
端
に
つ
い
て
は
『
建
炎
以
來
朝
野
雑
記』
甲
集
巻
一
九
、
殿
前
司
摧
鋒
軍
参
照
。
(
11)
註
(
５)
参
照
(
12)
馮
湛
に
つ
い
て
は
、
袁
『

斎
集』
巻
一
五
、
馮
湛
行
状
参
照
。
(
13)
註
(
12)
に
示
す
馮
湛
行
状
に
よ
れ
ば
、
安
撫
使
王
佐
、
奏
請
起
公
為
兵

、
統
制
軍
馬
、
…
選
將
兵
八
百
人
、
躬
教
習
之
、
…
既
旬
浹
、
度
可
用
、
合
土
軍
・
弓
手
・
義
兵
三
千
餘
人
、
進
至
黄
沙
寨
、
云
々
、
と
み
え
、
更
な
る
兵
種
・
兵
額
の
一
端
が
わ
か
る
。
(
14)
同
氏
の
『
辛
稼
軒
年
譜』
淳
煕
六
年
条
参
照
。
(
15)
こ
の
処
置
に
関
っ
て
は
『
宋
会
要』
食
貨
七
六
賑
貸
、
淳
煕
七
年
二
月
十
七
日
の
詔
参
照
。
(
16)
『
田
中
謙
二
著
作
集』
第
三
巻
(
汲
古
書
院)
｢
朱
門
弟
子
師
事
年
攷｣
頁
三
五
な
ら
び
に
五
六
の
記
述
参
照
。
(
17)
前
註
田
中
論
文
頁
一
〇
九
〜
一
一
〇
の
記
述
参
照
。
(
18)
右
の
文
の
筆
記
者
は
(
葉)
賀
孫
で
、
前
註
と
同
じ
く
田
中
論
文
に
よ
る
に
、
二
九
彼
は
紹
煕
二
年
(
一
一
九
二)
か
ら
慶
元
六
年
(
一
二
〇
〇)
朱
熹
歿
に
至
る
ま
で
凡
そ
四
次
に
亘
っ
て
師
事
し
て
い
た
ら
し
い
。
頁
二
一
九
参
照
。
(
19)
中
華
書
局
標
点
本
『
宋
史』
の
註
記
に
も
示
さ
れ
る
よ
う
に
廂
は
衍
字
と
解
さ
れ
、｢
建
炎
後
禁
兵｣
と
解
す
る
。
(
20)
土
軍
の
用
例
に
つ
い
て
は
第
一
章
所
引
の
孫
逢
辰
墓
誌
銘
(『
文
忠
集』
巻
七
四)
参
照
。
(
21)
橋
口
鎮
は
『
元
豊
九
域
志』
巻
六
、
に
よ
れ
ば
長
沙
県
に
み
え
る
。
(
22)
行
状
に
よ
る
と

・
道
州
、
桂
陽
軍
の
飢
に
乗
じ
て
姦
民
が
竊
発
す
る
こ
と
な
ど
が
生
ず
る
が
｢
誅
首
悪
数
人
、
餘
悉
以
隸
諸
軍｣
の
処
置
を
と
る
。
新
軍
創
設
に
ま
で
及
ば
ぬ
と
い
え
よ
う
。
(
本
学
教
授
・
東
洋
史
学)
三
〇
